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メ
モ 

※減価償却費…長年使用する資産の取得費用を耐用年数に応じて費用化したもの 

※長期前受金戻入…長年使用する資産の取得時に交付された補助金等を減価償却費と同様

に収益化したもの 

給水収益

2,219,190,010

水道利用加入金

147,275,000

長期前受金戻入 202,792,933

その他

147,717,000

維持管理費

1,438,921,080

減価償却費

900,859,636

企業債利息

75,952,994

その他 36,680,279

純利益

264,560,954

企業債

613,000,000

補助金 158,000,000

工事負担金等 14,250,625

不足額（補てん財源）

1,374,743,645

建設改良費

1,541,188,667

企業債償還金

613,347,452

その他 5,458,151

令和６年度 水道事業会計決算の概要 

①収益的収支（税抜・単位：円） 
１年間の企業の経営活動に伴い、発生する収益及び費用 

②資本的収支（税込・単位：円） 
施設の建設など支出の効果が翌年度以降に及ぶ費用などの支出とその財源となる収入 

【収益的収入 2,716,974,943】 

【収益的支出 2,452,413,989】 

【資本的収入 785,250,625】 

【資本的支出 2,159,994,270】 

【決算のポイント】 

・ 前年度と比べて給水収益（水道料金収入）が約 8,750 万円の増収となりましたが、

料金回収率は 100 パーセントを下回っています。 

・ 前年度から約 9,040 万円増の 2 億 6,456 万 954 円の純利益（黒字）を計上しました。 

・ 不足額は内部留保資金（損益勘定留保資金など）で補てんしました。 

・ 建設改良費は前年度に比べ約 4 億 2,600 万円の増となりました。管路や施設の耐震

化を計画的に進め、基幹管路の耐震化率は 55.9 パーセントになりました。 

資料１－１ 
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企業債の推移（単位：百万円） 

給水収益と有収水量の推移（単位：百万円、千㎥） 

管路経年化率（単位：％） 
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【給水収益と有収水量の推移】 

・ 給水人口の減少と節水機器の普及などにより有収水量は減少傾向にあります。 

・ 有収水量の減少に伴い給水収益が減収傾向にあります。資金不足を解消するため、

平成 28 年４月（平均＋15％）と令和５年 10 月（平均＋7％）に料金を改定しました。 
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【企業債残高の推移】 

・ プライマリーバランスを確保し、残高の縮減を進めてきました。 

・ 今後は、基幹管路等の耐震化を加速化させるため、借入額の増加が見込まれます。 

施設の老朽化の状況（単位：％） 

【管路の老朽化の状況】 

・ 管路経年化率は、全国

平均よりも高い水準で推

移しています。 

・ 給水収益の減収が見込

まれる中、管路の更新が

必要な時期がきていま

す。 


